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はじめに
　千葉県は農村において食品加工や直売所の経営を行うな
どの，女性による起業活動が盛んである（大江 2013）．農産
物や加工品の製造だけではなく，個人やグループといった単
位で，直売所や農村レストラン，農家民宿の経営に携わるな
ど，女性起業家の活躍する幅も多岐にわたっている．これま
でなされた農村女性起業に関する研究としては，飯岡・千賀
（2008）が，年齢層により，経営に対する意識や目的が異な
るということ，地域内の役割が異なることを示している．ま
た，西山・吉田（2011）は，栃木県宇都宮市において，農村
女性が従来の生活改善グループとしての活動の枠を超えて，
デパート内に直売所を開設し，本格的な商業活動を行うまで
の過程を分析している．西山（2012）は，高知県における「お
かみさん市」による取り組みが，地域の食文化の伝承や環境
保全の維持にも波及している等，農村女性による起業活動が
地域再生の役割も担っているということを明らかにしてい
る．それらの研究においては，主に地域における女性起業家
の活動の役割など，個々の女性起業家の活動に関する詳細な
分析がなされている．
　食品加工に取り組む女性起業家を中心とした研究として
は，魯（2006）が農産物加工グループによるそれぞれの活動
内容を比較した上で，今後の課題として，加工施設の拡大や
整備，資金の調達など，公的機関による支援の必要性につい
て言及している．また，澁谷（2007）は個々の女性の就業経
験の起業に与える影響が，世代ごとに異なるという点に着目
し，特に今後の起業活動を担う壮年層に関しては，組織化や
人材育成への支援が必要であると述べている．また，整備面
での課題として，三原（2005）は，グループ経営で活動する
二つの事例を比較した上で，農村女性起業が発展するために
は，資金面による援助だけでなく，セミナーの実施による人
材育成やマーケティング支援など，具体的な環境整備が必要
であることを課題としている．このように，女性起業家の活
動内容を分析した上で，今後の活動を継続させていくために
必要となる支援に関しての分析は数多くなされてきている．
　現状においては，女性起業家数の増加に伴い，農産物や加
工品を地域の直売所やスーパー等に出荷するという場合の
他に，女性起業家自身が個人やグループといった単位で，自
ら直売所等の経営に携わる例も増えている．そのため，直売
所の数は全体として増加傾向にある．この点に関して，澁谷
（2011）は，今や競争環境におかれている直売活動の生き残
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り策の一つとしての事業の多角化に着目し，それに伴う施設
整備や事業実施体制の整備が活動継承の上で必要であると
述べている．事業の多角化の具体的な内容としては，女性起
業家自身が直売所や農村レストラン，農家民宿の経営に携わ
るといった例や，さらに複数の活動に取り組むといった例を
挙げることができる．また，女性起業家が各々の活動を続け
ていく上で女性起業家間に生じるネットワークに関して，鈴
木（2000）は，ネットワーク活動が，農業および生活に対す
る女性の意識の変化をもたらすだけではなく，さらに新たな
活動に取り組むといったことに結び付いていることを明ら
かにした．また，横山・櫻井（2009）は，社会関係資本とい
う概念に基づき，千葉県安房地域で実施した集落および農家
調査の結果から，各々のレベルの社会関係資本の特徴と地産
地消に関連する活動との関係性を考察している．しかし，女
性起業を明示的に分析対象とはしていない．このように，女
性起業家間で生じるネットワークに関する研究もなされて
おり，ネットワークが女性起業家の各々の活動に及ぼす影響
に関して考察がなされている．
　しかし，これら先行研究で分析されている流通・販売，都
市との交流といった，起業活動における経営の参画や多角化，
女性起業家間で生じるネットワークが及ぼす影響に関して，
具体的にどのような要因がどの程度の影響力をそれぞれ及
ぼしているのかについては，評価されていない．とくに，今
後の女性起業家活動の発展と育成にとって重要となる，これ
らの要因の関与の大きさを明らかにして，政策的な支援策の
設計につなげるためには，計量的な評価が必要となるが，こ
うした点に関する計量的な研究は，ほとんど行われていない．
そこで，本研究においては，まず，女性起業家の活動内容と
して，直売所や加工体験教室，農村レストラン，農家民宿の
経営を対象として，千葉県における女性起業家の経営活動の
概況と特徴を分析する．そして，女性起業家の活動のタイプ
を①自ら直売所等の経営に参画しているタイプ，②農産物の
生産や食品加工に取り組むのみで，直売所等の経営の参画を
伴わないタイプ，の二つに区分して，前者の経営参画に対し
て，地域内の女性起業家数の集積の効果の観点から，ネット
ワークが及ぼす影響に関して，計量的に評価して，今後の女
性起業活動の展開に関わる課題を展望する．女性起業家の集
積がどのような効果を女性起業家の活動に及ぼすのかにつ
いては，これまで明らかにされていない論点であり，実証的
評価に値する課題と考える．本研究では，経営参画の状況と
比較分析のために，活動多角化の要因についても評価を行う
ことにする．
千葉県における女性起業活動の概要
　千葉県における2010年度の女性起業家数は431件となり，
個人による起業が増加している（図１）．次に，本研究で扱
う女性起業家活動リストのデータを詳しく見てみると，特に
山武地域や君津地域，安房地域で多くの女性起業家が活動し
ていることが読み取れる（表１）．自ら直売所等の営業に携
わり，経営に参画している起業家は，全体の35％を占めてお
り，山武地域や君津地域で多い（表１）．以上のことから，
これまでの食品加工中心の活動から，食品加工以外の活動へ
と，女性起業家の活動の幅が広がってきていると考えられる．
図１　農村女性起業数の推移（千葉県）
資料：農林水産省経営局公表「農村女性起業数」のデータをもとに作成
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また，直売所の営業と加工体験の指導等，複数の活動に取り
組んでいる起業家もいる．これらのことから，本研究におい
ては，女性起業家による直売所等の経営に関する参画及び多
角化の要因を分析し，考察することとした．
分析方法と対象データ
　用いたデータは，農林水産省関東農政局が公表している千
葉県の女性起業活動リストの情報をデータベース化した．ま
ず，経営参画の否かの判断は，農政局公表の女性起業活動リ
ストのデータをもとにリストの区分から◯直売所営業等と
なっている区分など，明らかに経営に関与していると判断で
きるもの以外の起業家については，リスト上販売方法・販売
先のデータをもとに必要であれば電話で聞き，単に生産や加
工のみに取り組んでいるのか，それとも直売所等の経営に関
与しているのかを判断した．また，経営参画した活動数につ
いては，例として直売所と農村レストランの経営に参画して
いる場合は２種類の経営活動に参画しているととらえて，２
としてデータ化した．
　販売品目の数については，上記リストに記載されている各
起業家の活動内容から販売している体験サービスを含む品
目数（以下，販売品目数）を16品目に区分して用いた，また，
起業活動開始年のデータを使用した（サンプル数231件，
2012年３月31日現在）．さらに，各市町村農業委員会が公表
している農業委員会活動整理カードのデータより，各市町村
における農業就業者に占める女性の割合を求めた．分析の方
法は，回帰分析により経営参画の要因および経営活動の多角
化の要因分析を行う．加えて，直売所の経営を行っている千
葉県東金市の女性起業家に聞き取り調査を行い実際の活動
状況から計測結果の裏付けを行った．なお，データ収集は，
2012年10月～11月に実施し，聞き取り調査については，2012
年12月23日に実施した．
分析モデル
経営参画の要因分析
　本節では，ロジスティック回帰分析を適用して，女性起業
家の経営参画の要因分析を行う．そこで，経営参画の有無を
被説明変数とする（yes＝１，no＝０）．具体的には，女性起
業家の活動内容が，①自ら直売所等の営業に携わり経営に参
画しているタイプの場合は１，②農産物の生産や食品加工に
取り組み，直売所等の経営の参画を伴わないタイプの場合は
０とした．説明変数は，経営的要因と地域的要因を示す指標
となる変数を用いた．経営的要因を示す変数として，起業活
動開始年と販売品目数を用い，地域的要因として市町村別農
業就業者に占める女性の割合，地域内起業家数，市町村内イ
ンターチェンジ数を用いた．各変数の意味づけは，以下のと
おりである．起業活動開始年については，起業が早いほど起
業活動による経験が蓄積される経験効果を示している．経験
効果が高まれば，当然ながら経営参画や活動多角化が進むと
考えられるからである．販売品目数は，各起業家の活動レベ
ルを示す指標として用いた．これは，活動水準が高くなれば，
経営参画への意欲や多角化が進むといえるからである．もち
ろん，経営参画が進むことで活動水準が高まり販売品目数が
増加する事も考えられるが，本研究では経営参画や多角化の
要因を考慮することに主眼を置いているため，上記の想定を
採用した．
　地域的要因で，市町村別農業就業者に占める女性の割合に
表１　地域別起業家数・経営参画率（起業家数順）
地　域 起業家数（件） 経営参画起業家数（件） 経営参画率（%）
山　武  48 29 60.4 
君　津  42 14 33.3 
安　房  30 10 33.3 
海　匝  25  2  8.0 
千　葉  20  7 35.0 
香　取  18 10 55.6 
長　生  17  2 11.8 
印　旛  13  1  7.7 
夷　隅  10  4 40.0 
東葛飾   8  2 25.0 
計 231 81 35.1 
資料：農林水産省関東農政局公表「女性起業活動リスト」のうち千葉県のデータをもとに作成
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ついては，各市町村における女性の活動ポテンシャルのレベ
ルを示す指標として用いた．女性農業従事者が多くなれば，
起業の意欲を有する女性の数も増加することが想定できる．
　地域内起業家数は起業家同士のネットワークレベルを示
す指標として考慮した．もちろん起業家数自体はネットワー
クの存在を直接示す訳ではなく，ノード（Nodes）を示す指
標である．しかし，データの制約があるため，ここでは，ノー
ド数が増加するとネットワークも拡大するという想定をし
て，代理指標として使用することにする．ただし，その場合，
起業家同士の関係性がライバルとして競合的であれば，起業
家数の増加はむしろ経営参画や多角化にマイナス要因とし
て作用することが考えられる．そこで，起業家数と経営参画
や多角化に補完性があるのか，あるいは競合性があるのかを，
以下の仮説を想定して計測結果により検証することにする．
仮説１： 地域内の起業家数が多い場合には，起業家間に交流
の機会が生じることにより経営への参画が促され
る（相乗効果）
仮説２： 地域内の起業家数が多い場合には，起業家同士で競
合が生じることで経営への参画が抑制される（競
合効果）
　市町村内インターチェンジ数は，起業家の活動している地
域へのアクセスの良さを示すものとして利用した．交通アク
セスの良さは，特に地域外からの訪問者数に作用すると考え
られる．訪問者数の増加は，起業家の意欲を高めて，経営参
画や多角化を促進する要因となると想定できる．
　ここで，販売品目数は，各起業家の販売品目数とした．地
域内起業家数とは，千葉県を旧郡域で10区分に分けた場合の
各地域における起業家数のうち本人を除いた起業家数である．
　なお，各説明変数のデータの概況は以下の通りである（表
２）．
経営活動の多角化の要因分析（重回帰分析）
　本節では，重回帰分析により経営活動の多角化の要因分析
を行う．被説明変数を，各起業家の経営に参画している活動
の数とした．女性起業家の活動内容が，①自ら直売所等の営
業に携わり経営に参画しているタイプの場合，経営に参画し
ている活動の数，②農産物の生産や食品加工に取り組み，直
売所等の経営の参画を伴わないタイプの場合は０とした．説
明変数は，経営参画の要因分析の結果と比較するため，経営
参画の要因分析と同様の変数を用いた．同様の変数が作用す
ることを想定したためである．
分析結果
経営参画の要因分析モデルの計測結果
　本モデルの計測結果は，表３に示してある．各パラメータ
は10%の有意水準以上となっており，モデルとして受け入れ
ることができる．それによると，地域内起業家数のパラメー
タが正の値で有意な結果となった（１％水準）．販売品目数，
市町村内インターチェンジ数のパラメータが正の値で，起業
活動開始年のパラメータが負の値でそれぞれ有意な結果と
なった（５％水準）．市町村別農業就業者に占める女性の割
合のパラメータについては，正の値で有意な結果となった
（10％水準）．
　以上から，本モデルでは，女性起業家の集積が経営参画を
促進する効果を確認できた．
活動多角化の要因分析モデルの計測結果
　本モデルの計測結果は，表４に示してある．分散不均一性
が検出されたため，さらにロバスト推定とブートストラップ
法による推計を行った．計測結果をみると，自由度修正済み
決定係数は低く，プートストラップ法による起業活動開始年
で５％有意水準がみられる以外，パラメータはほぼ10％水準
の有意に止まっており，経営参画の決定要因の計測モデルと
比べると良好な計測結果とはいいがたい．しかし，10％水準
で有意であるため符号程度に関する要因の解釈は可能と考
える．各パラメータの符号は，経営参画の変数と同じである
ため，経営参画よりはその影響力は弱いものの，活動多角化
においても一定の作用を及ぼしているということができる．
表２　各説明変数のデータ概況
説明変数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
起業活動開始年 1985 2012 2000  6.0
販売品目数    1    9  2.8  1.5
市町村別農業就業者に占める女性の割合（％）   45   56 50.2  2.4
地域内起業家数    7   47 22.1 13.3
市町村内インターチェンジ数    0   12  1.0  2.0
資料： 起業活動開始年，販売品目数，地域内起業家数は表１と同じ．市町村別農業就業者に占める女性の割合は，千葉県各市
町村農業委員会が公表している，「農業委員会活動整理カード」のデータによる．
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さらに，計測結果からみると活動多角化の要因については，
特有の要因も作用しているということも考えられる．
考　　察
　直売所等の経営参画に関するモデルの計測結果より，経営
的要因に関しては，起業家としての活動経験を積むことによ
る経験効果がはたらいていること，販売品目数が多く活動レ
ベルが高いことで，それぞれ経営の参画が促されるというこ
とができる．
　地域的要因に関しては，地域内で農業に携わる女性が多い
という環境は，潜在的起業家の母体として女性の農業従事者
数が大きいことが，起業家の経営意欲を高めて経営の参画に
良い影響を与えていると考えられる．さらに，地域における
起業家の集積は，ライバル関係というよりは，むしろ起業し
活動をする同じ仲間として，互いに相乗効果をもたらしてい
るということがきる．このことは，女性起業家のノードとし
ての集積が，起業家同士のネットワークを拡大させて，経営
意欲を高めて，経営の参画が促されているということができ
る．このことは，聞き取り調査の結果によっても確認できた．
君津，山武，長生，安房，海匝地域においては，各地域にお
いて女性起業家の連絡会やネットワークがあり，同じ地域内
で活動している起業家同士で交流する場がある．直売所の経
営においても，ある程度の商品数を確保するために，他の直
売所を経営する人とつながりをもち，お互いの農産物や加工
品を商品として扱うことや，他にも，経営者同士がお互いの
店舖のチラシを，互いの店におき，協力しているという工夫
もあった．
　最後に交通立地上の条件としては，市町村内インターチェ
ンジ数のパラメータが正で有意となったことから，農村部に
おいては，公共交通機関へのアクセスがそれほど良くないた
め，地域外からの来訪者は直売所等への交通手段として車を
利用する人が多く，アクセスの良さも経営に参画する上で重
要な要因の一つであると考えられる．
表３　経営参画要因に関するロジスティック回帰分析結果
被説明変数：経営参画の有無（yes＝１，no＝０）
説明変数 パラメータ VIF
起業活動開始年 －0.0585＊＊ 1.06
販売品目数 0.2325＊＊ 1.04
市町村別農業就業者に占める女性の割合 16.2589＊ 1.09
地域内起業家数 0.0339＊＊＊ 1.06
市町村内インターチェンジ数 0.1804＊＊ 1.02
定数項 106.2530 ―
サンプル数 187
Log likelihood  －108.3754＊＊＊
注）１．＊＊＊は１％，＊＊は５％，＊は10％水準で統計的に有意であることを示す．
　　２．VIFは最小二乗法の計測結果から算出した（参考値）．
表４　活動多角化要因に関する重回帰分析結果
被説明変数：経営活動の数 標準推定 ロバスト推定 ブートストラップ法
説明変数 パラメータ VIF 有意水準 有意水準
起業活動開始年 －0.0157＊ 1.06 ＊ ＊＊
販売品目数 0.0619＊ 1.04 ＊ ＊
市町村別農業就業者に占める女性の割合 3.4635 1.09 ― ＊
地域内起業家数 0.0068＊ 1.06 ＊ ＊
市町村内インターチェンジ数 0.0687＊＊＊ 1.02 ＊ ＊
定数項 29.5881 ― ― ＊
サンプル数 187 187 187
自由度修正済み決定係数 0.0887 ― ―
Breusch-Pagan検定 9.48＊＊＊ 　
注）１．＊＊＊は１％，＊＊は５％，＊は10％水準で統計的に有意であることを示す．
　　２．ロバスト推定，ブートストラップ法適用の場合は，パラメータ値は同一のため，有意水準のみ示した．
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　活動の多角化に関するモデルの計測結果に関しても，各説
明変数の解釈についてはほぼ同様の要因が作用していると
考えられるものの，さらに特有の要因の作用もあると考えら
れる．しかし，今回その特定ができていないことは，本研究
の限界である．
おわりに
　本研究により，千葉県における女性起業家による直売所等
の経営の参画や経営活動の多角化には，起業家自身の経験効
果といった経営的要因や，女性ならではの起業家間の交流に
よって築き上げられてきたネットワークといった，地域的要
因が作用しているということがわかった．ネットワークに関
しては，地域によっては起業家の数が少なく，地域内で起業
家同士の交流がしにくい地域もある．そういった地域におい
ては，地域の枠を超えたネットワークの構築のための，交流
や研修の機会の提供も必要になろう．高齢化等による起業家
の減少も想定されるため，今後は，起業家同士のさらなるネッ
トワークの構築や活動の拡大に加え，若い世代の参画を促進
し，活動のレベルに応じた能力向上のための継続的な支援を
行う等の政策が重要と考える．最後に，本研究では，女性起
業活動のネットワークを起業家の集積数で捉えたが，より直
接的なネットワーク形成の要因の解析，および活動多角化の
要因解析については，さらに詳細な検討を加えることが必要
であるが，これらは今後の課題としたい．
摘　　要
　農村において，女性自らが農産物の加工・販売，直売所等
の経営に携わるといった，女性による起業活動は，農業県を
中心に多くなされている．特に，千葉県は全国の農業県と比
較した場合に女性起業家数が多く，女性による起業が盛んで
あると言える．これまで，女性起業家個々の活動内容に関す
る詳細な分析は多くなされてきたが，女性起業家が自ら取り
組む直売所等の経営活動の参画や多角化にはどのような要
因がはたらいているのかといったことについての分析はな
されてない．そこで，本研究ではそれらの要因を明らかにす
るため，ロジスティック回帰分析モデルと多重回帰モデルを
用い，分析を行った．その結果，女性起業家自身の起業活動
開始年や販売品目数といった経営的要因と，市町村別農業就
業者に占める女性の割合，地域内の女性起業家ネットワーク
の指標として地域内起業家数，および市町村内インターチェ
ンジ数といった女性起業家の活動する地域の特徴を示す地
域的要因が，共に経営活動の参画と多角化の要因に作用して
いると考えられることがわかった．しかし，今後女性起業家
の活動をいかに継続し次の世代に継承していくかという課
題もあり，政策的な支援が必要であるといえる．
付記：本研究の実施に当たり，学内支援プログラム及び科学
研究費補助金No. 24658191を利用した．
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